
令和４年度佐久平女性大学カリキュラム　実績

1　年間講座

1 4月24日
（市役所8階）

日 入学式、基調講演、オリエンテーション ジャーナリスト　小宮山　洋子　氏 22

2 5月19日
（市役所8階）

木
佐久市について考える
　市長講演、パネルディスカッション
　市職員による「佐久市クイズ」

佐久市長
佐久市議会議員、パートナーシップ佐久会員
市職員
ワークショップデザイナー　草田　道代　氏

22

3 6月4日
（市役所8階）

土 女性の生涯就業力について
恵泉女学園大学　学長　大日向　雅美　氏
ジャーナリスト　小宮山　洋子　氏
ワークショップデザイナー　草田　道代　氏

29
（7）

4 6月29日
（市役所8階）

水 チームビルディングについて
（株）ヤッホーブルーイング　ヤッホー盛り上げ隊
ユニットディレクター　長岡　知之　氏

32
（10）

5 7月15日
（市役所8階）

金 女性のライフステージと健康 （株）ライフサカス　CEO　西部 沙緒里　氏
33

（11）

6 9月27日
（市役所8階）

火 イキイキと話すための声のレッスン abnアナウンサー　草田　敏彦　氏
29
（7）

7 10月26日 水
視察研修（小布施町浄光寺）
　笑顔プロジェクトの取組・女性活躍事例
　重機、バギー体験

（一財）日本笑顔プロジェクト 代表 林映寿　氏
ワークショップデザイナー　草田　道代　氏 22

8 11月26日
（市役所8階）

土 「話しことば」を意識して伝える
ことばコミュニケーション講師
元NHKアナウンス室長　岩澤　忠彦　氏

30
（8）

9 1月25日
（市役所8階）

水
学習発表会に向けての準備
ディスカッション・ワーク

ワークショップデザイナー　　草田　道代　氏 22

10 2月26日
（創錬センター）

日 卒業式、卒業発表会
65

（43）

306
（86）

２　課外講座・公開講座

課
外

9月10日
（市役所8階）

土
「佐久市環境基本計画について」ディスカッション
「人は見た目が90％！？」パーソナルチェック

環境政策課職員
パーソナルスタイリスト　名古　奈緒子　氏 19

公
開

3月12日
（創錬センター）

日
「時代は変わる～女性の輝く街へ～」
佐久平女性大学のワークショップ体験

直木賞作家　村山　由佳　氏
ワークショップデザイナー　草田　道代　氏

93
（80）

112
（80）

第一期生　２２名

（　）は総数のうちの、学生以外の聴講生の数

受講・聴講者数

計

計

開催日 曜日 内　　容 講　師

開催日 曜日 内　　容 講　師 受講・聴講者数

資料Ｎｏ2令和４年４月開講　佐久平女性大学について

　

事業の

背景

大学の

特色

女性があらゆる分野で活躍することを支援する事業の一環として、知識や技能の向上を

図ることを目的としています。

佐久平女性大学は、ニューノーマルな時代に、生涯成長、生涯就業力を持った女性を

育成するため、”みつめる！まなぶ！つながる！いかす！”を合言葉に、独自の教養講座

と実践講座による、学生一人ひとりへのエンカレッジ教育（個々の目標達成に向けた寄

り添った教育）に取り組みます。

令和４年度

大学概要

回 数：４月に開講し、翌３月までの間、年１０回開催

時 間：平日または土曜日の４～６時間程度（無料の託児あり）

場 所：佐久市役所ほか

定 員：２０名程度

学 費：無料

入学資格：市内に、居住または通勤・通学する１８歳以上の女性

※令和5年度から18歳以上65歳未満の女性に変更

卒業要件：８講義以上出席。

（やむを得ず欠席する場合は補習などの救済措置あり。）

出願期間：令和４年２月２１日(月)から３月２５日(金)まで

所定の様式により出願 ⇒ ６５名から応募

～教養講座・実践講座～

■女性を取り巻く社会を視点を変えて見る・知る・考える

■女性の身体の変化とともに考える生涯成長・生涯就業

■実践で学ぶ聴き方、考え方、まとめ方、話し方、伝え方

佐久平女性大学は、男女共同参画社会の実現のための市の支援策として、条例に位置付

けられています。

～アフターフォロー～

■個人面談の実施

■パートナー学習

■卒業後1年間のフォロー

佐久市では、地域社会などで中核となって活躍する女性リーダーを養成することを目的

に、「佐久市女性リーダー養成研修」事業を行ってきました。（平成４年旧佐久市時代に

事業開始。平成１７年の合併後も事業を継承し、約５００名の方が研修を修了）

女性リーダー養成研修では、聴講を中心とした講座でしたが、個々の「考える力」や

「伝える力」などを培うため、技能を習得するための実践講座をカリキュラムとして拡充

し、女性リーダー養成研修の発展形として新たに「佐久平女性大学」を開講しました。

事業の

目的

位置づけ

※


